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国
内
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

お
け
る
市
場
規
模
は
年
々
拡
大
し
て
お

り
、
２
０
１
８
年
度
の
市
場
規
模
は
２
，

０
４
９
億
円
に
達
す
る
と
、
矢
野
経
済
研

究
所
は
予
測
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
伸
び
て
い
る
理
由
と

し
て
、
資
金
調
達
者
の
利
点
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
①
既
に
多
く
存
在
す
る
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
運
営
事
業
者
（
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
マ
ー
）
が
用
意
し
た
サ
イ
ト
を

活
用
し
、
簡
便
に
準
備
が
進
め
ら
れ
る
こ

と
、
②
企
画
段
階
で
資
金
を
募
り
、
通
常
、

資
金
調
達
が
成
功
し
た
場
合
の
み
手
数
料

を
運
営
事
業
者
に
支
払
え
ば
よ
い
た
め
、

リ
ス
ク
が
少
な
い
こ
と
等
で
す
。
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
運
営
事
業
者
は
、
一

説
に
は
国
内
に
大
小
１
５
０
以
上
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
資
金
提
供
者

に
と
っ
て
は
、
①
気
軽
に
出
資
し
や
す
い

環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
容
易
に
出
資
し
た
い

　

近
年
、「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」

と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
機
会
が
増
え
て

い
ま
す
。
芸
人
・
西
野
亮
廣
氏
に
よ
る
絵

本
個
展
の
開
催
や
、
映
画
『
こ
の
世
界
の

片
隅
に
』
製
作
費
用
等
、
数
千
万
円
を
集

め
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
話
題

を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（Crow

d 
Funding

）
と
は
、
個
人
や
企
業
、
そ
の

他
の
機
関
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し

て
、
寄
附
、
購
入
、
投
資
等
の
形
態
で
、

個
人
（Crow

d

：
群
衆
）
か
ら
少
額
の
資

金
を
調
達
す
る
（Funding

）
し
く
み
（
図

表
１
）
で
す
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
資
金
調

達
者
は
、
広
域
的
な
資
金
調
達
を
目
的
と

し
た
個
人
や
中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が

主
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ソ
ニ
ー
や
デ
ン

ソ
ー
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
等

大
手
企
業
の
活
用
事
例
も
散
見
さ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
近
年
目
立
つ
の
は
、
地
域

活
性
化
の
呼
び
水
と
し
て
、
地
域
を
基
点

と
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
存

在
で
、
自
治
体
が
主
体
的
、
あ
る
い
は
間

接
的
に
、
地
域
金
融
機
関
や
企
業
等
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
が
多
く
あ

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
基
本
事
項
を
含
め
自
治
体
が

関
わ
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
状

況
を
概
観
し
、
自
治
体
が
ど
の
よ
う
に
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
か
、
あ
る
い
は
ど
う
取
り
組
む
べ

き
な
の
か
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
あ
り
方
も

含
め
て
論
じ
ま
す
。

　

自
治
体
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
話
に
入
る
前
に
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
基
本
事
項
を
整
理
し
て
お
き

ま
す
。
自
治
体
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
お
い
て
も
、
基
本
は
同
じ
で
す
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
一
般
的
な

流
れ
は
、
資
金
調
達
者
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
起
案
者
）
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
イ
ト
に

「
使
途
」と「
成
果
」を
明
確
に
示
し
た「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
起
案
・
登
録
し
、
そ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
共
感
し
た
り
、
応
援
し

た
い
と
い
う
資
金
提
供
者
が
現
れ
れ
ば
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
成
功
と
な

り
ま
す
（
図
表
２
）。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
は
、
融
資
等
の
形
態
も
あ
り
ま

す
が
、
多
く
の
場
合
は
「
ネ
ッ
ト
上
の
小

口
出
資
」
と
言
え
ま
す
。

は
じ
め
に

１
．ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
基
本
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案
件
に
ア
ク
セ
ス
で
き
、
数
千
円
か
ら
数

万
円
と
小
口
出
資
が
基
本
で
あ
る
こ
と
等

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
は
、

A
ll or N

othing

（
目
標
額
に
達
し
た
場

合
の
み
資
金
が
得
ら
れ
る
）とA

ll in

（
目

標
額
に
達
し
な
く
て
も
資
金
が
得
ら
れ

る
）
と
い
う
２
つ
の
調
達
方
式
が
あ
り
ま

す
。
他
の
資
金
調
達
手
段
で
資
金
を
得
ら

れ
る
見
込
み
が
あ
れ
ば
、A

ll in

方
式
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
目
標
額
に
到
達
し

な
け
れ
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
可
能

性
は
低
く
な
る
た
め
、
リ
ス
ク
回
避
と
い

う
意
味
で
もA

ll or N
othing

方
式
が
一

般
的
で
す
。
ま
た
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
は
、
リ
タ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
返
礼

品
の
提
供
が
あ
り
ま
す
。
返
礼
品
の
種
別

か
ら
み
る
と
、
大
き
く
３
つ
の
形
態
：
①

寄
附
型
、
②
購
入
型
、
③
金
融
型
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
次
の
通

り
で
す
（
図
表
３
）。

　

資
金
提
供
者
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内

容
以
外
に
リ
タ
ー
ン
に
も
興
味
を
示
し
ま

す
が
、
あ
く
ま
で
、
そ
れ
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
か
ら
派
生
し
た
リ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
基

本
的
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
魅
力
そ
の

も
の
が
資
金
提
供
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
成
功
さ
せ
る

た
め
に
は
、
資
金
提
供
者
予
備
軍
で
あ
る

Crow
d

の
〝
心
〞
を
揺
さ
ぶ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
必
要
不
可
欠
な
の
で
す
。

　

ま
ず
は
、
自
治
体
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
短
い
歴
史
を
振
り
返
り
ま

す
。
２
０
１
１
年
、
地
方
自
治
法
施
行
令

の
改
正
に
よ
り
、
第
三
者
が
寄
附
金
等
を

自
治
体
に
代
わ
っ
て
募
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
含
め
、
自
治
体

の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
で
き
る

環
境
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
時
同
じ
く
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
事
業

に
お
い
て
、
民
間
の
取
組
み
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

活
用
に
よ
り
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
成

果
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
資
金
調
達

手
段
以
外
に
地
域
活
性
化
に
も
使
え
る
と

い
う
気
づ
き
が
生
ま
れ
、
政
府
主
導
で
地

域
を
基
点
と
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
促
進
機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。
そ

こ
に
、
自
治
体
が
主
体
的
、
あ
る
い
は
間

接
的
に
関
わ
る
形
で
自
治
体
の
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
取
組
み
が
始
ま
り
ま

す
。

　

２
０
１
３
年
、
鎌
倉
市
が
自
治
体
初
の

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
多
く
の
来
訪
者
が
迷
わ
ず
観
光
で

き
る
よ
う
、
観
光
ル
ー
ト
板
の
新
設
費
用

１
０
０
万
円
の
資
金
調
達
に
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
の
で
す
。

「『
か
ま
く
ら
想
い
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始

動
！
（
限
定
１
０
０
名
！
あ
な
た
の
名
前

が
鎌
倉
の
ワ
ン
シ
ー
ン
に
な
る
）」
と
銘

打
ち
、
１
０
０
万
円
を
１
口
１
万
円
に
分

割
し
、
１
０
０
人
の
寄
附
者
を
22
日
間
で

集
め
た
と
言
い
ま
す
。
リ
タ
ー
ン
は
、
資

金
提
供
者
の
名
前
を
銘
板
に
刻
む
と
い
う

も
の
で
し
た
（
写
真
１
）。
観
光
振
興
に

こ
だ
わ
っ
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
鎌
倉
市

は
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
は
『
知
ら
れ
ざ

る
鎌
倉
』
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
題
し
、

観
光
客
に
比
較
的
知
ら
れ
て
い
な
い
鎌
倉

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
新
た
な
観
光
資
源
と
し

て
紹
介
す
る
た
め
の
案
内
板
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
（
２
０
１
９
年
２
月
末
ま

で
、「
漫
画
『
鎌
倉
も
の
が
た
り
』
一
色

先
生
の
足
跡
板
設
置
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！
ご

好
評
に
つ
き
第
２
弾
！
」
に
挑
戦
中
）。

　

翌
２
０
１
４
年
10
月
に
は
、
政
府
主
導

で
「
ふ
る
さ
と
投
資
」
連
絡
協
議
会
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。「
ふ
る
さ
と
投
資
」
と

は
、
内
閣
府
地
方
創
生
推
進
事
務
局
に
よ

る
と
「
地
域
資
源
の
活
用
や
ブ
ラ
ン
ド
化

な
ど
、
地
方
創
生
等
の
地
域
活
性
化
に
資

す
る
取
り
組
み
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
に
対
す
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

等
の
手
法
を
用
い
た
小
口
投
資
で
あ
っ

て
、
地
域
の
自
治
体
や
地
域
づ
く
り
団
体

の
活
動
と
調
和
が
図
ら
れ
た
も
の
を
い

う
。」
と
あ
り
ま
す
。
小
口
投
資
と
あ
り

ま
す
が
、
２
０
１
５
年
５
月
に
同
局
が
示

し
た
事
例
集
を
見
る
と
、
金
融
型
（
投
資

型
）
に
限
ら
ず
、
寄
附
型
（
鎌
倉
市
等
）

や
購
入
型
の
事
例
も
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
か
ら
考
え
る
と
、「
ふ
る
さ
と

投
資
」
と
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
よ
う
な

税
控
除
が
な
い
通
常
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
、
特
徴
と
し
て
自
治
体
や
地

域
企
業
が
関
わ
っ
て
い
る
取
組
み
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　

ふ
る
さ
と
投
資
の
よ
う
に
、
自
治
体

が
関
わ
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

は
、
一
般
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

よ
り
、
信
頼
性
が
高
い
と
言
え
ま
す
。
玉

石
混
交
と
言
わ
れ
る
ネ
ッ
ト
社
会
で
す

が
、
資
金
調
達
者
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
起

案
者
）
が
自
治
体
自
身
あ
る
い
は
、
自
治

体
や
地
域
金
融
機
関
等
と
連
携
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、
信
頼
性
が
あ
る
程

度
担
保
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、

地
域
を
よ
り
良
く
し
た
い
と
い
う
趣
旨

は
、
地
方
創
生
の
波
に
乗
り
、
理
解
が
得

ら
れ
や
す
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
意
味

で
、
自
治
体
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
は
、
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
可
能
性
が

十
分
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
課
題
も
あ
り
ま
す
。
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
む
多
く
の

自
治
体
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用

し
て
い
る
点
で
す
。
弊
社
が
行
っ
た
全
国

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
（
２
０
１
８
年
夏
実
施
・
有

効
回
答
率
45
・
７
％
﹇
８
１
８
団
体
﹈）

で
も
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
取

り
組
む
自
治
体
の
約
９
割
が
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
を
活
用
し
て
い
る
と
い
う
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
、
返
礼
品
の
み
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
た
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
し

て
、
国
は
否
定
的
な
動
き
を
見
せ
て
い
ま

す
。
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
通
常
の
寄
附
金

控
除
に
特
例
控
除
が
上
乗
せ
さ
れ
た
大
変

お
得
な
制
度
で
す
。
２
０
０
８
年
の
制
度

創
設
当
初
は
、
あ
る
種
、
節
税
意
識
の
高

い
人
々
の
利
用
に
留
ま
っ
て
い
ま
し
た

図表3：クラウドファンディングの返礼種別から見た特徴

写真1：自治体初と言われる鎌倉市の
　　　　クラウドファンディング

２
．自
治
体
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

３
．自
治
体
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
潜
む
課
題
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が
、
２
０
１
１
年
か
ら
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
解
禁
、
そ
し
て
自
治
体
が
競

う
よ
う
に
提
供
し
始
め
た
豪
華
な
返
礼

品
に
よ
り
、
爆
発
的
な
人
気
を
得
ま
し

た
。
総
務
省
は
、
制
度
を
拡
充
し
な
が
ら

も
、
行
き
過
ぎ
た
返
礼
品
競
争
に
歯
止
め

を
か
け
る
べ
く
、
全
国
自
治
体
に
対
し
、

２
０
１
５
年
か
ら
毎
年
、
ふ
る
さ
と
納
税

は
「
経
済
的
利
益
の
無
償
の
供
与
」
で
あ

る
旨
の
通
知
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
踏
み
込
ん
だ
指
摘
と
な
っ
た
「
３
割

ル
ー
ル
」
や
「
地
場
産
品
ル
ー
ル
」
を
守

ら
な
い
自
治
体
の
公
表
に
も
踏
み
切
り
ま

し
た
（
真
摯
な
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い
る

三
重
県
下
の
自
治
体
は
こ
れ
に
含
ま
れ
て

い
ま
せ
ん
が
）。
今
後
、
ふ
る
さ
と
納
税

者
は
、
旨
味
が
少
な
く
な
っ
た
と
感
じ
る

で
し
ょ
う
か
ら
、
今
や
４
，
０
０
０
億
円

に
迫
る
勢
い
の
ふ
る
さ
と
納
税
市
場
の
減

退
が
懸
念
さ
れ
ま
す
（
図
表
４
）。
ふ
る

さ
と
納
税
は
今
、
制
度
の
趣
旨
を
見
直
す

転
換
期
に
来
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
ふ
る
さ
と
納
税
が
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
肝
心
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
存
在
し
ま
せ
ん
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
で
得
た
寄
附

金
で
何
を
す
る
の
か
、
何
が
で
き
る
の

か
、「
使
途
」と「
成
果
」が
不
明
瞭
と
な
っ

て
い
ま
す
。
寄
附
金
活
用
の
意
向
は
聞
か

れ
ま
す
が
、「
分
野
」
と
い
う
曖
昧
模
糊

と
し
た
も
の
だ
け
が
示
さ
れ
て
い
る
自
治

体
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。
さ
ら
に
、
返

礼
品
は
寄
附
金
が
活
用
さ
れ
た
事
業
と
結

び
つ
い
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、
そ
も

そ
も
ふ
る
さ
と
納
税
の
歳
入
の
中
か
ら
で

は
な
く
、
別
途
歳
出
予
算
を
立
て
て
、
返

礼
品
を
調
達
し
て
い
ま
す
。

　

先
述
の
通
り
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
公
募
時
に
は
、「
使
途
」
と
「
成

果
」
を
明
確
に
し
た
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
示
す
こ
と
で
、
資
金
提
供
者
予
備
軍
に

資
金
協
力
を
訴
え
ま
す
。
こ
の
予
備
軍
の

心
を
動
か
す
に
は
、
時
に
魅
力
的
な
返
礼

品
（
リ
タ
ー
ン
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

あ
く
ま
で
成
果
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と

が
前
提
と
な
り
ま
す
。「
使
途
」と「
成
果
」

が
不
明
確
な
ま
ま
、
返
礼
品
目
当
て
で
寄

附
金
を
募
る
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
そ
ぐ
わ
な
い
の

で
す
。

　

返
礼
品
重
視
だ
と
、
そ
の
魅
力
だ
け
で

ふ
る
さ
と
納
税
が
集
ま
っ
て
し
ま
う
た

め
、
言
い
換
え
れ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
無

く
と
も
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
成

功
し
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
返
礼
品

の
魅
力
の
み
で
ふ
る
さ
と
納
税
を
集
め
る

と
、
ふ
る
さ
と
納
税
者
（
資
金
提
供
者
）

の
中
に
、
地
域
に
対
す
る
思
い
は
特
別
生

ま
れ
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、
地
域
課
題
や
そ
の
解
決
に
向

け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
起
案
し
『
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
型
ふ
る
さ
と
納
税
』
と
し
て
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
す
る

と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
魅
力
を
感
じ
て
く

れ
た
ふ
る
さ
と
納
税
者
が
集
ま
り
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
特
徴
と
し

て
、
単
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
応
援
の

気
持
ち
が
、
そ
こ
に
関
わ
る
人
々
や
地

域
、
活
動
に
対
す
る
愛
着
へ
と
『
深
化
』

し
て
い
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

気
仙
沼
市
の
製
麺
工
場
の
事
例
が
あ
り
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
工
場
再
建
の

た
め
に
、
あ
る
製
麺
工
場
が
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
ま
し
た
。
資

金
提
供
者
は
、
地
域
外
の
会
社
員
達
で
し

た
が
、
資
金
提
供
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
工

場
再
建
後
の
新
し
い
麺
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
自
ら
加
わ
っ

た
と
言
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
後
の
フ
ォ
ロ
ー
次
第
で

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
者
を
、
一
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
フ
ァ
ン
か
ら
地
域
フ
ァ
ン
へ
と
変
え

て
い
く
こ
と
も
可
能
で
す
。
そ
う
な
れ

ば
、
地
域
の
応
援
団
と
し
て
ふ
る
さ
と
納

税
者
は
、
地
域
に
寄
り
添
い
、
地
域
が
よ

り
良
く
な
る
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し

て
く
れ
る
関
係
性
と
な
る
こ
と
が
期
待
で

き
ま
す
（
図
表
５
）。

　

こ
こ
ま
で
く
る
と
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
ふ
る
さ
と
納
税

は
、
単
な
る
資
金
調
達
手
段
を
超
え
て
、

共
創
ツ
ー
ル
へ
と
変
貌
を
遂
げ
ま
す
。
旨

味
（
返
礼
品
）
の
み
に
重
点
を
置
い
て
い

た
ふ
る
さ
と
納
税
者
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
通
し
て
地
域
に
関
わ
る
こ
と
で
、
自
身

が
地
域
を
元
気
に
し
て
い
る
よ
う
な
感
覚

に
陥
り
ま
す
。
第
二
の
ふ
る
さ
と
に
里
心

が
つ
き
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
本
当
の
価
値

に
気
づ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
者
を
資

金
提
供
者
と
見
る
の
か
、
未
来
の
地
域

フ
ァ
ン
と
見
る
の
か
、
こ
こ
が
ふ
る
さ
と

納
税
を
共
創
ツ
ー
ル
ま
で
昇
華
し
て
い
け

る
か
ど
う
か
の
分
か
れ
道
で
す
。
自
治
体

が
返
礼
品
競
争
に
身
を
投
じ
た
背
景
に

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
単
な
る
資
金
調
達

手
段
と
し
て
だ
け
捉
え
て
し
ま
っ
た
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
枠
を
超
え

ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
自
治
体
が
ふ
る
さ

と
納
税
を
ど
う
捉
え
、
ど
う
使
う
か
に
か

か
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

共
創
ツ
ー
ル
と
し
て
も
機
能
し
得
る

『
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
ふ
る
さ
と
納
税
』
に

取
り
組
む
自
治
体
は
、
年
々
増
え
て
い
ま

す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
ふ
る
さ
と
納
税
に

は
ど
の
よ
う
な
事
業
が
向
い
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
成
果
が
眼
に
見
え
や
す
い
と

い
う
意
味
で
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
向
い

て
い
る
事
業
の
ひ
と
つ
で
す
。
し
か
し
、

こ
こ
で
問
題
が
出
て
き
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、
地
域
に
と
っ
て
は

必
要
不
可
欠
な
事
業
で
す
。
し
か
し
、
地

域
外
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
そ
の
事
業
の

意
義
は
理
解
で
き
て
も
、
共
感
を
呼
ぶ
こ

と
ま
で
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
な
る

と
、
地
域
外
か
ら
の
資
金
の
確
保
は
の
ぞ

め
な
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
地
域
色
を

図表４：ふるさと納税における寄附額および寄附件数の推移

図表５：ふるさと納税者を地域に引き込み、
　　　　ふるさと納税を共創ツールへ

４
．共
創
ツ
ー
ル
へ
の
昇
華

５
．資
金
の
色
に
よ
る
使
い
分
け
事
例
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際
立
た
せ
た
面
白
味
の
あ
る
イ
ン
フ
ラ
整

備
と
す
る
こ
と
で
、
う
ま
く
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
を
使

い
こ
な
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
福
井
県
鯖
江
市
は
、
地
場
産

業
で
あ
る
メ
ガ
ネ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
歩

道
整
備
「
メ
ガ
ネ
ス
ト
リ
ー
ト
」
事
業
を

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と

納
税
に
よ
っ
て
行
い
ま
し
た
（
写
真
２
）。

今
で
は
、
全
国
か
ら
視
察
が
相
次
ぐ
等
、

話
題
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
初
、
街
路
樹
の
根
上
り
等
に
よ
り
歩

道
の
修
繕
が
必
要
な
状
況
で
し
た
が
、
普

通
に
修
繕
す
る
の
で
は
な
く
、
何
か
面
白

い
こ
と
を
し
た
い
と
い
う
若
手
職
員
か
ら

の
提
案
に
よ
り
、
メ
ガ
ネ
の
聖
地
を
具
現

化
す
る
よ
う
な
メ
ガ
ネ
ス
ト
リ
ー
ト
を

作
っ
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
話
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。鯖
江
駅
か
ら「
め
が
ね
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
を
つ
な
ぐ
全
長
１
㎞
程
度
の
歩

道
に
、
メ
ガ
ネ
型
の
ベ
ン
チ
や
植
樹
桝
、

鉄
蓋
等
、
眼
鏡
産
業
１
１
１
周
年
に
ち
な

ん
で
１
１
１
個
の
隠
れ
メ
ガ
ネ
を
し
の
ば

せ
た
整
備
と
な
っ
て
い
ま
す
（
職
員
の
方

で
も
、
全
て
は
見
つ
け
き
れ
て
お
ら
ず
、

整
備
担
当
者
し
か
分
か
ら
な
い
隠
れ
メ
ガ

ネ
も
あ
る
そ
う
で
す
）。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
だ
け
で
な

く
、〝
税
控
除
が
一
切
な
い
〞
一
般
の
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
併
用
し
た
点

で
す
。
公
費
で
あ
る
ふ
る
さ
と
納
税
で
歩

道
を
改
修
し
、
使
途
の
自
由
度
が
高
い
通

常
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
歩
道

を
彩
る
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
の
設
置
等
を
行
い

ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
納
税
で
９
４
２
万

円
、
通
常
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
３
１
５
万
円
を
集
め
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
公
共
性
の
高
い
事
業
を
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税

で
、
公
共
事
業
と
し
て
の
意
義
は
少
な
い

も
の
の
地
域
を
彩
る
事
業
は
通
常
の
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
と
い
う
、
資
金

の
色
に
よ
る
使
い
分
け
に
よ
り
、
無
味
乾

燥
と
な
り
が
ち
の
イ
ン
フ
ラ
を
観
光
資
源

と
し
て
い
く
こ
と
は
、
他
自
治
体
の
参
考

と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ

と
納
税
や
税
控
除
が
な
い
一
般
の
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
、
自
治
体

が
主
導
あ
る
い
は
地
域
企
業
等
と
連
携
し

て
行
う
に
は
、
地
域
と
し
て
の
取
組
み
意

義
だ
け
で
な
く
、
新
奇
性
等
も
取
り
入

れ
、
全
国
か
ら
興
味
や
共
感
を
得
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な

行
政
事
業
で
も
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
が
成
功
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

あ
る
程
度
限
定
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
う

ま
く 

〝
心
を
揺
さ
ぶ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〞

に
落
と
し
込
め
ば
、
成
功
に
導
け
ま
す
。

こ
の
場
合
の
一
義
的
な
成
功
と
は
、
資
金

調
達
と
な
り
ま
す
が
、
仮
に
目
標
額
に
届

か
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
地
域
で
こ
ん
な

面
白
い
取
組
み
を
し
て
い
る
と
い
う
P

R
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
成
功
と
言
え
ま

す
。
つ
ま
り
、
失
敗
は
な
い
の
で
す
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
先
進
的

に
取
り
組
む
自
治
体
の
多
く
が
、
資
金
調

達
手
段
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
共
創
ツ
ー

ル
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
資

金
だ
け
で
な
く
、
人
々
を
巻
き
込
む
手
段

と
し
て
、
最
終
的
に
は
、
緩
や
か
な
関
係

で
も
、
地
域
を
応
援
し
、
見
守
る
人
々
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
が
、
自
治
体
の
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
今
後
の
活
か

し
方
だ
と
考
え
ま
す
。
例
え
ば
、
大
分

県
別
府
市
で
は
、
地
元
の
民
間
遊
園
地

に
温
泉
を
活
用
し
、「
ど
う
せ
や
る
な
ら

や
り
す
ぎ
た
い
！
温
泉
×
遊
園
地
＝
前

代
未
聞
の
『
湯
〜
園
地
』
を
別
府
に
実

現
！
！
」
と
銘
打
っ
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
事
前
に
市
長

が
「
再
生
１
０
０
万
回
突
破
で
温
泉
テ
ー

マ
パ
ー
ク
『
湯
〜
園
地
』
を
実
現
す
る
」

とY
ouT
ube

で
流
し
た
こ
と
で
話
題
と

な
り
、
税
金
は
一
切
投
入
し
な
い
と
し
た

と
こ
ろ
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

３
，
０
０
０
万
円
以
上
集
め
ま
し
た
。
そ

の
他
、
ネ
ッ
ト
手
段
を
持
た
な
い
人
へ
の

支
援
も
受
け
付
け
る
窓
口
を
設
け
、
８
，

０
０
０
万
円
以
上
集
め
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
資
金
調
達
と
し
て
大
成
功
を
収
め

ま
し
た
が
、
人
々
や
企
業
の
巻
き
込
み
に

も
成
功
し
て
い
ま
す
。『
湯
〜
園
地
』
実

施
に
向
け
て
当
初
市
職
員
等
数
人
で
ス

タ
ー
ト
し
た
企
画
は
、
最
終
的
に
は
多
く

の
市
民
が
参
画
し
50
人
体
制
と
な
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
至
っ
て
は
、
開
催
３
日
間

で
延
べ
１
，
２
０
０
人
に
の
ぼ
っ
た
と
言

い
ま
す
。
そ
の
他
、
返
礼
品
の
提
供
等
、

多
く
の
民
間
企
業
の
協
力
も
得
ら
れ
た
と

観
光
課
の
担
当
者
の
方
が
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
応
援

隊
を
作
り
上
げ
る
力
も
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
は
持
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
自
治
体
の
あ
り
方
を
考
え
る

と
、
返
礼
品
競
争
の
よ
う
に
、
他
の
自
治

体
と
の
競
争
を
激
化
さ
せ
る
「
差
別
化
」

を
進
め
る
こ
と
で
、
共
倒
れ
し
て
し
ま
っ

て
は
元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
特

色
や
魅
力
を
地
域
固
有
の
資
源
に
よ
り
打

ち
出
し
、「
差
異
化
」
を
進
め
て
い
く
べ

き
で
す
。
そ
の
手
段
と
し
て
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
戦
略
的
に
活
用
し
て

い
く
こ
と
で
、
次
の
地
域
資
源
へ
の
投
資

を
図
り
、
地
場
産
業
の
創
造
等
、
地
域
内

の
経
済
の
好
循
環
を
作
り
出
す
こ
と
が
重

要
で
す（
図
表
６
）。
自
治
体
、地
域
住
民
、

地
域
企
業
等
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

の
力
を
結
集
し
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
よ
っ
て
得
た
資
金
を
ま
ち
づ
く
り

へ
の
糧
と
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

プロフィール

三重県生まれ。早稲田大学
大学院助手を経て、2005 年
株式会社富士通総研に入
社。公共分野のシニアコン
サルタントとして、自治体
や中央省庁における計画策
定支援や行財政・行政経営

改革に従事した後、2013 年同社経済研究所に
異動。専門は、公共政策・行政経営、地域経
済活性化、環境・エネルギー分野の事業化検
討等。地域におけるバイオマスやクラウドファ
ンディングに関する講演多数。現在、「自治体
のクラウドファンディング（仮）」について執
筆中（学陽書房より今夏発刊予定）。

渡
わたなべ

邉  優
ゆ う こ

子
ま
す
。

写真2：ふるさと納税等を活用して整備した
　　　　鯖江市「メガネストリート」

図表６：今後の地域発展のあり方

さ
い
ご
に


